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総
代
、
役
員
と
も
に
３
年

の
任
期
を
迎
え
た
平
成
19
年

度
の
総
会
と
総
代
会
が
、
５

月
29
日
、
美
容
会
館
９
階

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
１
時
か
ら
始
ま
っ
た
総

会
で
は
、
唯
一
の
議
案
で
あ

る
「
総
代
選
任
の
件
」
が
上

程
さ
れ
、
予
め
選
挙
管
理
委

員
会
に
届
け
出
さ
れ
て
い
た

１
５
８
名
の
総
代
が
新
た
に

選
ば
れ
ま
し
た
。
総
会
終
了

後
、
休
憩
を
は
さ
ん
で
、
新

総
代
に
よ
る
総
代
会
が
午
後

２
時
か
ら
開
会
。
平
成
18
年

度
の
事
業
や
収
支
決
算
の
報

告
に
続
い
て
、
平
成
19
年
度

の
事
業
計
画
、
同
収
支
予
算

案
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
の
選
任
が
行
わ
れ
、
新
理

事
65
名
と
新
監
事
３
名
を
選

出
、
総
代
会
に
提
案
さ
れ
た

11
議
案
全
て
が
原
案
の
と
お

り
承
認
可
決
さ
れ
て
午
後
３

時
終
了
し
ま
し
た
。
議
案
と

審
議
結
果
の
概
要
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。

第
１
号
議
案

総
代
選
任
の
件

　

現
任
の
総
代
が
任
期
満
了

の
た
め
、
事
前
に
届
け
出
さ

れ
て
い
た
候
補
者
１
５
８
名

を
総
代
に
選
任
す
る
こ
と
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
号
議
案

平
成
18
年
度
事
業
報
告
承
認

の
件

　

１
年
間
の
事
業
（
２
面
参

照
）
が
報
告
承
認
さ
れ
ま
し

た
。第２

号
議
案

平
成
18
年
度
財
産
目
録
、
貸

借
対
照
表
、
収
支
決
算
書
及

び
剰
余
金
処
分
案
の
承
認
並

び
に
監
査
報
告
の
件

　

１
年
間
の
決
算
等（
２
面
）

が
報
告
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
号
議
案

出
資
増
額
承
認
の
件

　

昨
年
度
中
の
出
資
の
増
額

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
４
号
議
案

平
成
19
年
度
事
業
計
画
議
決

の
件

　

原
案
（
２
〜
３
面
参
照
）

の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
５
号
議
案

平
成
19
年
度
収
支
予
算
議
決

の
件

　

原
案
（
３
面
）
の
と
お
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
６
号
議
案

平
成
19
年
度
組
合
費
、
加
入

金
賦
課
額
及
び
徴
収
方
法
決

定
の
件

　

組
合
費
、
加
入
金
と
も
昨

年
度
と
同
額
と
し
、
例
年
ど

お
り
の
方
法
で
徴
収
す
る
こ

と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
７
号
議
案

平
成
19
年
度
一
時
借
入
金
議

決
の
件

　

歳
計
現
金
に
不
足
が
生
じ

た
時
の
借
り
入
れ
条
件
等
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
８
号
議
案

定
款
の
一
部
（
第
30
次
）
変

更
案
承
認
の
件

　

生
衛
法
施
行
規
則
の
一
部

改
正
に
よ
り
定
款
の
関
係
条

文
を
変
更
す
る
こ
と
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

第
９
号
議
案

理
事
改
選
の
件

　

任
期
満
了
に
よ
り
次
の
65

名
が
新
た
な
理
事
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

新
理
事
（
敬
称
略
・
カ
ッ
コ

内
は
推
薦
所
属
支
部
）

　

山
野　

純
治 （
中　

央
）

　

川
野　

和
彦 （
日
本
橋
）

　

横
山　

健
治 （
神　

田
）

　

岡
野　

房
江 （　

芝　

）

　

福
島　

好
子 （
麻　

布
）

　

細
木　

良
昭 （
赤　

坂
）

　

平
井
千
鶴
子 （
牛　

込
）

　

小
原　

京
二 （
新　

宿
）

　

西
口　

啓
子 （
小
石
川
）

　

風
戸
ミ
ツ
子 （
本　

郷
）

　

栗
田　

英
樹 （
下　

谷
）

　

高
木
と
き
江 （
浅　

草
）

　

渡
邉　

志
雄 （
王　

子
）

　

加
藤　

健
一 （
赤　

羽
）

　

松
浦　
　

力 （
滝
野
川
）

　

石
丸
辰
五
郎 （
荒　

川
）

　

吉
野
し
ま
子 （
品　

川
）

　

藤
倉　

た
い （
荏　

原
）

　

海
野　

鑑
一 （
大　

森
）

　

横
田　

忠
幸 （
雪　

谷
）

　

柏
木　

欣
哉 （
蒲　

田
）

　

若
月
真
知
子 （
糀　

谷
）

　

野
田　

松
子 （
世
田
谷
）

　

大
滝　

キ
イ （
梅
ヶ
丘
）

　

因
幡　

有
紀 （
玉　

川
）

　

佐
藤　

和
子 （　

砧　

）

　

相
澤　

葉
子 （
目　

黒
）

　

吉
森　

俊
子 （
渋　

谷
）

　

田
中　

菊
枝 （
中　

野
）

　

臼
井
美
智
子 （
杉
並
東
）

　

小
美
野
佳
世
子 （
杉
並
西
）

　

細
井　

宏
武 （
杉
並
南
）

　

高
島　

昌
美 （
豊　

島
）

　

十
時
ツ
マ
コ （
長　

崎
）

　

中
村　
　

章 （
板　

橋
）

　

勝
沼　

弘
子 （
赤　

塚
）

　

前
東　

道
雄 （
志　

村
）

　

浅
川　

純
子 （
練　

馬
）

　

渡
辺
ト
シ
子 （
石
神
井
）

　

佐
山　

茂
吉 （
本　

所
）

　

佐
藤　

雄
二 （
向　

島
）

　

椎
橋
全
四
郎 （
深　

川
）

　

森
本　

善
三 （
城　

東
）

　

金
内　

光
信 （
足
立
南
）

　

阿
部　

芳
夫 （
足
立
北
）

　

内
藤　

謙
二 （
葛　

飾
）

　

田
中　

保
範 （
葛
飾
北
）

　

金
子　

正
吉 （
江
戸
川
）

　

菅
谷　

茂
樹 （
小　

岩
）

　

田
代　

昭
正 （
立　

川
）

　

花
上　
　

均 （
八
王
子
）

　

小
林　

昭
治 （
日　

野
）

　

大
野　

昌
彦 （
多　

摩
）

　

峯
村　

茂
美 （
武
蔵
野
）

　

佐
々
木
泰
明 （
三　

鷹
）

　

村
田
み
ど
り （
西
東
京
）

　

大
谷　
　

豊 （
東
久
留
米
）

　

榎
本　

晃
浩 （
小　

平
）

　

夛
胡　

正
道 （
東
村
山
）

　

鈴
木　

義
則 （
村
山
大
和
）

　

稲
葉　

勝
美 （
府　

中
）

　

島
崎　

洋
一 （
調　

布
）

　

松
本
智
佐
子 （
狛　

江
）

　

金
丸　

保
一 （
町　

田
）

　

乙
戸
喜
与
子 （
西
多
摩
）

第
10
号
議
案

監
事
改
選
の
件

　

任
期
満
了
に
よ
り
次
の
３

名
が
新
た
な
監
事
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

新
監
事
（
敬
称
略
・
カ
ッ
コ

内
は
所
属
支
部
）

　

村
橋　

哲
矢 （
赤　

坂
）

　

酒
寄
ト
ヨ
子 （
品　

川
）

　

杉
本
カ
ネ
子 （
豊　

島
）

第
11
号
議
案

総
代
補
欠
選
任
の
件

　

総
代
に
欠
員
の
生
じ
た
次

の
支
部
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
総

代
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

赤
坂
支
部　

杉
山　

正
志

　

品
川
支
部　

小
師　

敬
子

　

豊
島
支
部　

帆
足　

雅
和

第
21
回

　

通
常
総
会

第
57
回

　

通
常
総
代
会

　

主
に
総
代
会
に
提
出
す
る

議
案
を
審
議
す
る
理
事
会
が

５
月
11
日
午
後
６
時
か
ら
開

か
れ
て
、
報
告
事
項
と
３
件

の
議
案
が
原
案
の
と
お
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
事
項
は
①
総
合
福
祉

共
済
制
度
加
入
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
②
幼
小
児
に
お
け
る
染
毛

剤
の
使
用
③
渡
邉
志
雄
氏
厚

生
労
働
大
臣
表
彰
祝
賀
会
の

収
支
決
算
④
組
合
員
親
睦
旅

行
の
実
施
⑤
第
９
回
東
美
同

組
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
ゴ
ル
フ

大
会
の
開
催
⑥
雇
用
促
進
事

業
推
進
の
検
討
結
果
、
の
６

件
。

　

付
議
事
項
は
①
平
成
19
年

度
事
業
計
画
案
、
同
収
支
予

算
案
に
つ
い
て
②
第
57
回
通

常
総
代
会
提
出
議
案
に
つ
い

て
②
同
総
代
会
の
運
営
に
つ

い
て
の
３
件
。

第
15
回
理
事
会

総
代
会
提
出
議
案
な
ど
を
審
議

　

東
美
同
組
政
治
連
盟
は
、

７
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
参

議
院
議
員
選
挙
に
次
の
６
名

の
方
々
を
推
薦
し
て
い
ま
す

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
敬

称
略
）

〈
東
京
選
挙
区
〉

　

保
坂　

三
蔵
（
自
民
）

　

山
口
那
津
男
（
公
明
）

〈
比
例
代
表
〉

　

尾
辻　

秀
久
（
自
民
）

　

川
口
よ
り
子
（
自
民
）

　

大
西　

英
男
（
自
民
）

　

遠
山　

清
彦
（
公
明
）

７
月
の
参
議
院
議
員
選
挙

保
坂
三
蔵
氏
ら

６
人
を
推
薦

第21回通常総会・第57回通常総代会第21回通常総会・第57回通常総代会第21回通常総会・第57回通常総代会
全議案、原案どおり承認全議案、原案どおり承認全議案、原案どおり承認

19
年
度

予

算

１
億
７
、６
０
０
万

総
代
158
名
、役
員 　

68
名
を
選
任

　

総
代
会
終
了
後
、
新
理
事

に
よ
る
第
１
回
目
の
理
事
会

が
美
容
会
館
２
階
研
修
室
で

開
か
れ
、
理
事
長
以
下
役
職

者
の
選
挙
・
選
任
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

先
ず
理
事
長
職
に
つ
い
て

は
、
前
も
っ
て
選
挙
管
理
委

員
会
に
立
候
補
届
け
の
あ
っ

た
渡
辺
志
雄
氏
と
森
本
善
三

氏
の
２
名
に
よ
り
立
候
補
の

所
信
が
述
べ
ら
れ
た
後
、
投

票
に
。
そ
の
結
果
、
現
職
の

渡
邉
志
雄
氏
が
理
事
長
に
再

第１回理事会

渡
邉
理
事
長 

続
投

再
選
さ
れ
２
期
目
へ

選
さ
れ
、
２
期
目
の
組
合
運

営
の
舵
取
り
を
託
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

渡
邉
氏
か
ら
理
事
長
就
任

の
弁
が
述
べ
ら
れ
た
後
、
副

理
事
長
以
下
の
選
任
に
入
り
、

副
理
事
長
３
名
と
専
務
理
事

及
び
常
務
理
事
に
つ
い
て
は

理
事
長
に
一
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
常
任
理
事
７
名
に
つ

い
て
は
６
名
を
各
ブ
ロ
ッ
ク

よ
り
推
せ
ん
し
、
１
名
は
理

事
長
の
推
せ
ん
と
す
る
こ

と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
い

ず
れ
の
役
職
も
後
日
、
発
表
、

報
告
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

理
事

監
事
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選
手
権
大
会
観
戦
旅
行
の

実
施

44
平
成
18
年
度
永
年
勤
続
役

員
・
従
業
員
表
彰

45
休
業
・
傷
害
補
償
共
済
制

度
の
加
入
促
進

46
総
合
福
祉
共
済
制
度
の
加

〈
事
業
概
要
〉

①
機
関
紙「
東
美
タ
イ
ム
ス
」

の
発
行

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情

報
提
供

③
ジ
ャ
ー
ナ
ル
懇
談
会
の
開
催

④
全
美
連
機
関
誌
「
Ｚ
Ｅ
Ｎ

Ｂ
Ｉ
」の
購
読
斡
旋

⑤
美
容
師
実
技
試
験
受
験
講

座
の
開
設

⑥
着
付
師
社
内
検
定
認
定
制

度
の
活
用

⑦
評
価
認
定
制
度
の
活
用

⑧
コ
ン
テ
ス
ト
技
術
講
習
会

の
開
催

⑨
美
容
師
実
技
試
験
課
題
テ

キ
ス
ト
の
斡
旋

⑩
美
容
師
実
技
試
験
受
験
用

ウ
イ
ッ
グ
の
斡
旋

⑪
ニ
ュ
ー
・
ラ
イ
ン
伝
達
講

習
会
の
開
催

⑫
第
48
回
ガ
ラ
・
ド
・
ラ
・

コ
ワ
フ
ュ
ー
ル
の
開
催

⑬
美
容
師
実
技
試
験
委
員
勉

強
会
の
開
催

⑭
平
成
18
年
度
東
京
都
に
お

け
る
美
容
師
試
験
の
結
果

⑮
選
手
強
化
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
実
施

⑯
第
34
回
全
日
本
美
容
技
術

選
手
権
大
会
へ
の
参
加

⑰
東
京
美
容
家
集
団
（
Ｔ
・

Ｂ
・
Ａ
）へ
の
協
力

⑱
東
京
認
定
美
容
師
会
へ
の

協
力

⑲
東
京
都
福
祉
美
容
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
事
業
の
推
進

⑳
ハ
ー
ト
フ
ル
美
容
師
養
成

研
修
の
活
用

㉑
組
合
加
入
推
進
員
の
活
動

《
概　
　

要
》

昨
年
度
は
構
造
改
革
、
規
制
緩
和
が
叫
ば
れ
る
中
、

美
容
の
業
権
確
保
と
経
営
の
発
展
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す

べ
く
組
織
拡
充
を
重
点
施
策
に
各
種
事
業
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
特
に
組
合
未
加
入
者
へ
の
加
入
促
進
に
つ

い
て
は
、
組
合
の
メ
リ
ッ
ト
を
掲
載
し
た
情
報
誌
を
各

店
舗
に
配
布
す
る
他
、
各
保
健
所
、
国
金
支
店
等
に

も
配
置
し
、
組
合
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
又
、
組
合
加
入

推
進
員
に
よ
る
未
加
入
店
訪
問
の
勧
誘
活
動
も
行
な

い
、
組
合
加
入
者
を
増
や
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
第
48

回
の
ガ
ラ･

ド･

ラ･

コ
ワ
フ
ュ
ー
ル
で
は
他
団
体
と
ジ

ョ
イ
ン
ト
開
催
し
、
組
合
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
会
場
に
設

置
す
る
な
ど
し
て
組
合
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

平
成
18
年
度
に
施
行
し
た
主
な
事
業
は
次
の
と
お

り
で
す
。

平成18年度

事
業
報
告
及
び
収
支
決
算

事
業
報
告
及
び
収
支
決
算

と
ア
ウ
ト
対
策
事
業
の
実
施

㉒
組
合
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

㉓
福
祉
美
容
ポ
ス
タ
ー
の
配
布

㉔
新
年
店
頭
用
ポ
ス
タ
ー
の

配
布

㉕「
組
合
員
マ
ー
ク
」の
配
布

㉖
振
興
計
画
の
推
進

㉗
組
合
の
Ｉ
Ｔ
化
促
進

㉘
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
の
開
催

㉙
パ
ソ
コ
ン
出
張
サ
ポ
ー
ト

等
の
実
施

㉚
美
容
経
営
等
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施

㉛
経
営
講
習
会
の
開
催

32
融
資
事
業

33
小
企
業
等
設
備
改
善
資
金

融
資
指
導
事
業

34
管
理
美
容
師
資
格
認
定
講

習
会
へ
の
協
力

35
標
準
営
業
約
款
登
録
の
推

進
36
青
色
申
告
用
簡
易
帳
簿
の

斡
旋

37
東
京
都
生
活
衛
生
営
業
指

導
セ
ン
タ
ー
事
業
へ
の
協
力

38
東
京
・
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
美
容

協
議
会
研
修
会
へ
の
参
加

39
東
京
都
事
業
へ
の
協
力

40
商
品
の
推
薦

41
平
成
19
年
新
年
会
の
開
催

42
渡
邉
志
雄
氏
厚
生
労
働
大

臣
表
彰
受
賞
祝
賀
会
の
開
催

43
第
34
回
全
日
本
美
容
技
術

権
を
確
保
し
安
定
し
た
美
容

経
営
を
守
る
た
め
に
は
、
や

は
り
同
業
者
が
集
結
し
て
組

織
力
を
強
化
し
て
い
く
事
が

肝
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

組
合
未
加
入
者
へ
の
組
合

加
入
促
進
を
図
る
た
め
、
そ

の
方
策
や
更
な
る
組
合
メ

リ
ッ
ト
の
導
入
な
ど
を
検
討

し
、
組
合
の
ピ
ー
ア
ー
ル
を

行
い
加
入
促
進
に
繋
げ
る
と

共
に
、
本
年
度
も
加
入
推
進

の
専
門
員
に
よ
る
未
加
入
店

へ
の
訪
問
も
実
施
し
た
い
。

　

ま
た
、
若
手
組
合
員
に

活
動
の
機
会
を
設
け
る
な

ど
、
若
年
世
代
に
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
あ
る
組
合
組
織
の

存
在
を
浸
透
さ
せ
、
組
織
拡

充
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

【
雇
用
促
進
事
業
】

　

効
率
の
良
い
労
働
力
の
確

保
は
、
増
収
の
一
つ
の
要
素

で
す
。
組
合
員
店
舗
に
お
け

る
雇
用
促
進
の
諸
施
策
を
講

じ
て
い
き
た
い
。

【
Ｉ
Ｔ
化
推
進
事
業
】

　

Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
経
営
は
、

今
後
益
々
進
化
し
て
い
く
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。
組
合
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
て
、
組
合

員
店
舗
の
情
報
発
信
の
場
を

提
供
し
、
顧
客
獲
得
や
労
働

力
確
保
、
さ
ら
に
は
組
織
内

で
の
情
報
伝
達
手
段
等
、
Ｉ
Ｔ

に
よ
る
諸
事
業
を
展
開
し
た
い
。

　

そ
の
為
に
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
数
を
増
や
す

た
め
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
や

Ｉ
Ｔ
協
力
員
に
よ
る
Ｉ
Ｔ
普

及
活
動
も
推
進
い
た
し
た
い
。

　

ま
た
、
本
年
も
東
京
都
生

活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

と
協
力
し
て
、
組
合
員
向
け

の
パ
ソ
コ
ン
講
習
や
Ｉ
Ｔ
ト

ラ
ブ
ル
の
サ
ポ
ー
ト
の
企
画

も
行
な
っ
て
い
き
た
い
。

【
東
美
ダ
イ
レ
ク
ト
便
事
業
】

　

組
合
本
部
か
ら
組
合
員
各

店
舗
へ
の
直
送
シ
ス
テ
ム
の
東

美
ダ
イ
レ
ク
ト
便
は
、
組
合

情
報
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
伝
達

手
段
と
し
て
活
用
さ
れ
る
ほ

か
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
者
の
宣

伝
媒
体
と
し
て
も
利
用
さ
れ
、

そ
の
利
用
収
入
は
組
合
財
政

に
も
寄
与
し
て
い
る
の
で
、
本

年
度
も
推
進
し
て
い
き
た
い
。

経
営
関
係

【
経
営
サ
ポ
ー
ト
事
業
】

　

美
容
経
営
の
為
の
講
習

会
の
開
催
、
弁
護
士
に
よ
る

相
談
窓
口
の
設
置
、
美
容
業

者
専
用
の
青
色
帳
簿
の
斡
旋
、

経
営
に
関
す
る
資
料
の
収
集
、

東
京
都
生
活
衛
生
営
業
指
導

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
情
報
提
供

な
ど
、
店
舗
経
営
を
側
面
か

ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
。

【
調
査
事
業
】

　

美
容
料
金
の
動
向
や
経
営

状
況
、
経
営
の
問
題
点
や
そ

の
対
策
な
ど
、
美
容
の
現
状

を
分
析
し
指
標
を
作
成
す
る

こ
と
が
不
可
欠
と
思
料
さ
れ

る
の
で
、
本
年
度
も
引
き
続
き

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
調
査
を
行

な
い
た
い
。
ま
た
、
調
査
結
果

の
分
析
を
専
門
家
に
依
頼
し

て
経
営
の
指
標
と
な
る
資
料

を
作
成
し
、
そ
の
分
析
結
果

平成19年度

事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

景
気
の
拡
大
、
消
費
の
増
加
が
今
後
も
続
く
で
あ

ろ
う
と
、
昨
年
度
日
銀
は
ゼ
ロ
金
利
政
策
を
解
除
。

今
年
１
月
時
点
の
全
国
平
均
の
公
示
地
価
は
16
年
ぶ

り
に
プ
ラ
ス
に
転
じ
、
長
く
続
い
た
土
地
デ
フ
レ
か

ら
脱
却
。
既
に
株
価
も
上
昇
し
て
お
り
、
物
価
も
デ

フ
レ
脱
却
が
視
野
に
入
り
、
日
本
経
済
は
低
迷
期
を

抜
け
出
そ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
生
衛
業
で
あ
る
美
容
業
の
経
営
環
境
は
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
昨
年
度
行

な
っ
た
東
美
同
組
の
経
営
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
れ
ば
、

技
術
売
上
が
増
加
傾
向
に
あ
る
と
答
え
た
店
舗
は
約
１

割
で
、
減
少
が
５
割
、
横
ば
い
が
４
割
と
い
っ
た
状
況
。

依
然
と
し
て
利
用
客
の
減
少
と
新
規
参
入
業
者
の
増
加

に
よ
る
経
営
上
の
問
題
点
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
下
、
今
年
も
政
府
の
構
造
改
革
に

よ
る
規
制
緩
和
の
行
方
も
懸
念
材
料
で
あ
り
、
我
々

の
業
界
と
し
て
は
経
営
基
盤
を
し
っ
か
り
と
見
直
す
と

き
で
あ
り
、
い
か
に
安
定
し
た
経
営
体
質
を
構
築
す

る
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
組
合
で
は
、
業
界
に
係
わ
る
情
報
収
集
に

努
め
な
が
ら
、
組
合
員
の
店
舗
経
営
を
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
た
め
、
今
年
も
組
織
拡
充
を
主
軸
に
各
種
事

業
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

経
営
サ
ポ
ー
ト
、
教
育
、
福
利
厚
生
、
福
祉
美
容
、

Ｉ
Ｔ
関
連
等
の
事
業
の
他
、
本
年
度
は
更
な
る
組
合

の
メ
リ
ッ
ト
導
入
の
検
討
や
若
手
世
代
の
組
合
員
等

の
組
合
参
加
意
識
の
喚
起
な
ど
も
視
野
に
入
れ
、
組

織
の
活
性
化
も
図
っ
て
い
き
た
い
。

ま
た
本
年
度
は
、
組
合
が
創
立
50
周
年
を
迎
え
る

大
き
な
節
目
の
年
に
当
た
り
ま
す
。
業
界
内
外
に
広

く
組
合
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
、
組

織
団
結
の
絶
好
の
機
会
と
と
ら
え
て
組
合
加
入
促
進
、

組
織
強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

な
お
、
恒
常
事
業
に
つ
い
て
は
各
担
当
部
署
に
よ

り
臨
機
に
対
応
し
な
が
ら
施
行
い
た
し
た
い
。

今
年
度
の
事
業
計
画
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

を
組
合
員
に
提
供
い
た
し
た
い
。

【
融
資
事
業
】

　

組
合
が
営
業
設
備
の
改
善

並
び
に
施
設
の
整
備
等
を
行

な
う
た
め
に
必
要
と
す
る
資

金
調
達
の
相
談
に
応
ず
る
他
、

組
合
員
の
融
資
申
し
込
み
に

際
し
国
民
生
活
金
融
公
庫
へ

の
資
金
証
明
書
の
発
行
及
び

小
企
業
設
備
改
善
資
金
利
用

者
の
指
導
と
推
薦
業
務
、
新

銀
行
東
京
へ
の
組
合
員
証
明

書
の
発
行
な
ど
、
組
合
員
の

利
便
を
図
り
た
い
。

【
振
興
計
画
事
業
】

　

美
容
営
業
の
振
興
を
計
画

的
に
推
進
す
る
た
め
に
、
平

成
16
年
３
月
の
厚
生
労
働
省

告
示「
美
容
業
の
振
興
指
針
」

に
基
づ
い
て
策
定
さ
れ
た
当

組
合
の
美
容
業
振
興
計
画
を

組
合
員
の
業
の
経
営
振
興
に
、

特
に
国
民
生
活
金
融
公
庫
の

融
資
利
用
に
有
利
な
条
件
が

得
ら
れ
る
の
で
、
活
用
い
た

し
た
い
。

【
労
働
保
険
事
務
組
合

運
営
事
業
】

　

従
業
員
を
１
人
以
上
雇
用

し
て
い
る
経
営
者
は
、
法
律

に
よ
り
労
働
保
険
へ
の
加
入

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
安
い
手
数
料
で
事
務

代
行
を
行
な
っ
て
い
る
当
事

務
組
合
へ
の
加
入
促
進
を
図

り
充
実
さ
せ
た
い
。

【
管
理
美
容
師
資
格

認
定
講
習
会
協
力
事
業
】

　
（
財
）理
容
師
美
容
師
試
験

研
修
セ
ン
タ
ー
が
行
な
う
本

講
習
会
は
、
同
セ
ン
タ
ー
東

入
促
進

47
美
容
所
賠
償
責
任
補
償
制

度
の
状
況

48
電
話
法
律
相
談
窓
口
の
開
設

49
組
合
員
に
対
す
る
弔
慰
見
舞

50
東
美
災
害
共
助
会

51
労
働
保
険
事
務
組
合
代
行

〈
庶　

務
〉

①
組
合
員
の
構
成

②
文
書
の
取
扱
件
数

③
役
員
の
異
動

④
役
職
の
異
動

⑤
生
活
衛
生
功
労
者
表
彰

⑥
優
秀
技
能
者
表
彰

〈
会　

議
〉

①
総
代
会（
１
回
）

②
理
事
会（
４
回
）

③
支
部
長
会（
２
回
）

④
常
任
理
事
会（
７
回
）

⑤
部
会
及
び
各
種
委
員
会
等

〈
監　

査
〉

　

美
容
と
理
容
の
業
域
問
題

な
ど
が
惹
起
さ
れ
る
な
ど
規

制
緩
和
の
流
れ
の
中
で
、
業

組
織
関
係

【
組
織
拡
充
事
業
】

平 成 18 年 度 収 支 決 算
自　平成18年４月１日　至　平成19年３月31日

（単位：円）

支　　出　　の　　部 収　　入　　の　　部
科　　　目 金　　　額 科　　　目 金　　　額

（事　　業　　費） （39,245,151） （事　業　収　入） （42,561,286）
事 業 費 39,245,151 事 業 収 入 42,561,286

（会　　議　　費） （4,969,385） （事 業 外 収 入） （85,559,645）
総 代 会 費 589,460 組 合 費 83,835,720
理 事 会 費 2,169,925 加 入 金 561,000
常 任 理 事 会 費 560,000 受 取 利 息 59,432
支 部 長 会 費 790,000 雑 収 入 1,480
小 会 費 860,000 退職積立引当金戻入れ益 1,102,013

（一 般 管 理 費） （79,632,583） （会館関係収入） （42,627,755）
役 員 報 酬 6,903,750 会 館 貸 料 40,675,715
職 員 給 料 25,505,900 地 代 収 入 1,952,040
諸 手 当 10,812,598 （前 期 繰 越 金） 0
賞 与 10,032,904 前 期 繰 越 金 0
雑 給 840,000
印 刷 費 1,947,582
事 務 費 1,775,707
消 耗 品 費 299,359
交 際 費 902,789
福 利 厚 生 費 6,686,263
通 信 費 1,307,240
電 話 料 802,852
水 道 光 熱 費 1,829,564
旅 費 交 通 費 950,235
運 搬 費 0
保 険 料 30,000
修 繕 費 16,170
退 職 金 2,539,500
役 員 退 職 積 立 金 200,000
退 職 積 立 金 3,250,170
修 繕 積 立 金 3,000,000

（事 業 外 支 出） （9,721,731）
支 払 利 息 0
分 担 費 9,675,900
諸 税 公 課 45,831

（会館関係支出） （32,411,880）
管 理 費 4,925,674
保 険 料 217,944
修 繕 費 1,505,051
地 代 12,552,000
諸 税 公 課 6,357,000
減 価 償 却 費 6,854,211

（当 期 剰 余 金） （4,767,956）
当 期 剰 余 金 4,767,956
合 計 170,748,686 合 計 170,748,686
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京
都
支
部
が
主
体
と
な
っ
て

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
当
組

合
は
協
力
と
い
う
立
場
に
あ
っ

て
、
旺
盛
な
受
講
希
望
者
に

応
え
る
べ
く
、
組
合
員
の
受

講
の
サ
ポ
ー
ト
を
い
た
し
た
い
。

【
機
関
紙
発
行
等

情
報
伝
達
事
業
】

　

組
合
の
諸
会
議
に
於
い
て

決
定
さ
れ
た
事
項
を
は
じ
め

各
種
講
習
会
等
の
開
催
、
こ

れ
か
ら
実
施
す
る
事
業
や
そ

の
結
果
、
更
に
支
部
及
び
ブ

ロ
ッ
ク
活
動
の
状
況
、
官
庁

関
係
、
関
連
団
体
の
ニ
ュ
ー
ス

の
他
、
美
容
営
業
に
必
要
な

参
考
資
料
等
を
収
集
し
、
機

関
紙
「
東
美
タ
イ
ム
ス
」
及

び
組
合
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

に
よ
っ
て
、
組
合
員
に
周
知

す
る
こ
と
と
い
た
し
た
い
。
又
、

全
美
連
機
関
誌
「
Ｚ
Ｅ
Ｎ
Ｂ

Ｉ
」
の
講
読
促
進
も
図
り
た
い
。

教
育
関
係

【
技
術
向
上
事
業
】

　

多
様
化
す
る
消
費
者
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
る
技
術
習
得

の
機
会
を
提
供
し
て
、
組
合

員
、
従
業
員
の
技
術
面
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
た
い
。
そ
れ

に
は
、
東
京
美
容
家
集
団
の

協
力
も
不
可
欠
で
あ
り
ま
す

の
で
相
互
に
連
携
し
て
施
行

い
た
し
た
い
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
、
第
35

回
全
日
本
美
容
技
術
選
手
権

大
会
が
群
馬
県
で
開
催
さ
れ

る
の
で
、
そ
の
選
手
の
強
化

を
図
り
、
選
手
を
派
遣
い
た

し
た
い
。

【
人
材
教
育
事
業
】

　

技
術
面
だ
け
で
な
く
店
舗

経
営
に
は
欠
か
せ
な
い
の

が
美
容
業
に
相
応
し
い
接

客
サ
ー
ビ
ス
と
マ
ナ
ー
で
す
。

お
客
様
に
信
頼
さ
れ
る
人
材

を
育
成
す
る
た
め
の
事
業
を

企
画
、
推
進
い
た
し
た
い
。

【
社
内
検
定
制
度
活
用
事
業
】

　

着
付
技
術
を
厚
生
労
働
大

臣
が
技
術
認
定
す
る
全
美
連

の
社
内
検
定
制
度
を
積
極
的

に
活
用
し
、
着
付
を
行
う
美

容
師
の
技
術
的
ス
テ
ー
タ
ス

と
し
て
認
知
さ
れ
る
よ
う
本

年
度
も
引
き
続
き
推
進
い
た

し
た
い
。

【
評
価
認
定
制
度
活
用
事
業
】

　

全
美
連
で
は
エ
ス
テ
、
ネ

イ
ル
、
メ
イ
ク
の
３
種
目
に

つ
い
て
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
２
級
、

１
級
、
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
、

指
導
講
師
と
い
っ
た
評
価
基

準
を
設
定
。
技
術
向
上
と
新

規
顧
客
獲
得
に
、
こ
の
制
度

を
活
用
し
て
い
き
た
い
。

【
美
容
師
実
技
試
験
協
力
事
業
】

　
（
財
）理
容
師
美
容
師
試
験

研
修
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る

美
容
師
実
技
試
験
は
、
当
組

合
よ
り
試
験
委
員
を
多
数
派

遣
し
て
い
ま
す
が
、
試
験
が

公
正
か
つ
ス
ム
ー
ズ
に
施
行

で
き
る
よ
う
試
験
委
員
の
勉

強
会
や
、
試
験
委
員
候
補
者

の
人
選
、
研
修
な
ど
に
努
め

て
い
き
た
い
。

【
東
京
美
容
家
集
団
協
力
事
業
】

　

組
合
の
教
育
部
と
相
互
に

緊
密
な
連
携
を
保
持
し
な
が

ら
技
術
教
育
の
諸
事
業
に
つ

い
て
分
担
を
行
い
、
あ
る
い
は

共
同
で
実
施
す
る
等
、
組
合

員
の
技
術
向
上
を
図
り
た
い
。

【
東
京
認
定
美
容
師
会

協
力
事
業
】

　

会
が
目
的
と
す
る
各
種
事

業
を
達
成
す
る
た
め
、
組
合

と
し
て
協
力
い
た
し
た
い
。

総
務
関
係

【
総
合
福
祉
共
済
制
度

加
入
推
進
事
業
】

　

全
美
連
「
総
合
福
祉
共
済

制
度
」
は
組
合
員
に
有
利
な

制
度
で
あ
り
、
又
、
本
制
度

の
維
持
、
拡
充
は
制
度
の
内

容
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
昨

年
度
に
続
い
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
、
担
当
役
員
が
支

部
で
説
明
会
を
行
な
う
な
ど

更
に
加
入
促
進
い
た
し
た
い
。

【
美
容
所
賠
償
責
任

補
償
制
度
活
用
事
業
】

　

組
合
員
の
経
営
の
健
全
化

に
資
す
る
た
め
、
偶
発
的
な

事
故
に
よ
り
顧
客
に
損
害
を

与
え
た
と
き
に
そ
れ
を
補
償

す
る
た
め
の
美
容
所
賠
償
責

任
補
償
制
度
を
本
年
度
も
活

用
す
る
こ
と
と
し
、
全
員
加

入
と
い
た
し
た
い
。

【
共
助
会
事
業
】

　

共
助
会
規
程
に
基
づ
き
、

組
合
員
の
火
災
、
自
然
災
害

等
の
被
害
に
対
し
、
迅
速
か

つ
正
確
に
処
理
し
見
舞
金
を

贈
り
、
共
助
会
の
適
正
な
運

営
を
図
る
こ
と
と
し
た
い
。

【
福
利
・
厚
生
事
業
】

　

組
合
員
の
福
利
厚
生
と
親

睦
融
和
を
図
る
た
め
、
表
彰

対
象
者
の
表
彰
の
実
施
、
組

合
員
に
対
す
る
弔
慰
金
、
組

合
員
及
び
家
族
、
従
業
員
の

余
暇
活
動
の
場
と
し
て
、
旅

行
等
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を

実
施
い
た
し
た
い
。

【
高
齢
化
対
策
事
業
】

　

組
合
員
の
高
齢
化
に
よ

る
廃
業
が
こ
れ
か
ら
益
々
増

加
す
る
事
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

廃
業
と
な
る
店
舗
の
活
用
と

高
齢
化
す
る
組
合
員
の
生
き

甲
斐
を
見
出
す
た
め
の
事
業

に
つ
い
て
検
討
し
、
推
進
し

て
い
き
た
い
。

【
法
政
事
業
】

　

国
の
規
制
緩
和
が
進
む

中
、
生
活
衛
生
関
係
営
業
の

運
営
の
適
正
化
及
び
振
興
に

関
す
る
法
律
、
美
容
師
法
な

ど
に
係
わ
る
問
題
に
つ
い
て

は
、
組
合
員
の
業
権
を
擁
護

し
、
経
営
の
安
定
を
図
る
た

め
、
改
正
に
関
す
る
調
査
並

び
に
迅
速
な
情
報
収
集
を
し

て
い
き
た
い
。
又
、
当
組
合
の

み
な
ら
ず
広
く
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
各
県
美
容
組
合
と
連
携
し

て
全
美
連
に
対
し
組
合
員
の

権
利
主
張
の
遂
行
を
図
る
ほ

か
、
組
合
事
業
の
推
進
に
係

わ
る
行
政
当
局
へ
の
要
望
等
、

そ
れ
ぞ
れ
目
的
達
成
の
た
め

の
陳
情
、
請
願
等
必
要
な
活

動
を
展
開
い
た
し
た
い
。

【
商
品
推
薦
事
業
】

　

組
合
員
等
に
、
良
質
で
割

安
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
厳

選
し
て
斡
旋
す
る
本
事
業
は
、

本
年
度
も
推
薦
す
る
に
相
応

し
い
商
品
等
を
扱
い
、
組
合

財
政
面
に
も
寄
与
い
た
し
た
い
。

　

又
、
そ
の
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
を
扱
う
業
者
に
は
、
組
合

員
が
不
利
益
を
被
ら
な
い
よ

う
に
努
め
さ
せ
た
い
。

組
合
創
立
50
周
年
記
念
事
業

　

昭
和
32
年
に
組
合
が
創
立

さ
れ
、
本
年
で
50
周
年
を
迎

え
る
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
を

記
念
し
て
周
年
行
事
を
実
施

い
た
し
た
い
。

ガ
ラ
・
ド
・ラ
・コ
ワ
フ
ュ
ー
ル

　

本
年
度
の
第
49
回
は
、
全

国
大
会
出
場
へ
の
予
選
を
兼

ね
た
種
目
と
サ
ロ
ン
営
業
に

即
し
た
種
目
で
の
コ
ン
ク
ー

ル
及
び
最
新
ヘ
ア
情
報
の

シ
ョ
ー
ス
テ
ー
ジ
等
を
実
施

し
、
技
術
向
上
と
美
容
情
報

の
発
信
の
場
と
い
た
し
た
い
。

な
お
、
内
容
に
つ
い
て
は
実

行
委
員
会
に
委
ね
た
い
。

東
京
都
福
祉
美
容

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
事
業

　

高
齢
化
が
進
む
中
、
高
齢

者
や
障
害
者
等
に
対
応
で
き

る
様
々
な
準
備
が
今
後
益
々

必
要
に
な
り
ま
す
。
福
祉
美

容
研
修
会
の
開
催
や
、
ア
ウ

ト
と
の
差
別
化
を
図
る
諸
施

策
を
講
じ
る
な
ど
、
現
在
、
推

進
中
の
福
祉
美
容
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
事
業
の
拡
充
を
本

年
度
も
図
っ
て
い
き
た
い
。
又
、

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
本
部
が

係
わ
っ
て
い
る
社
会
福
祉
法
人

「
浴
風
会
」
の
施
設
内
美
容
室

や
そ
の
施
設
を
通
じ
て
、
福
祉

美
容
に
役
立
つ
情
報
の
入
手

に
努
め
、
今
後
の
福
祉
事
業

に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。

対
外
事
業
関
係

　

組
合
の
社
会
貢
献
や
美

容
業
の
発
展
に
資
す
る
た
め
、

関
係
官
庁
、
関
係
団
体
の
行

う
事
業
に
協
力
す
る
と
共
に
、

他
の
団
体
等
と
の
交
流
に
よ

る
情
報
収
集
に
も
努
め
、
組

合
事
業
の
推
進
に
反
映
さ
せ

て
い
き
た
い
。

新
事
業
の
検
討

　

社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、

現
在
の
事
業
範
囲
で
は
対
応

し
き
れ
な
く
な
る
事
も
思
料

さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
場
合

は
新
た
な
組
合
事
業
の
方
向

性
を
模
索
し
検
討
、
実
施
し

て
い
き
た
い
。

そ
の
他

　

理
事
会
が
特
に
必
要
と
認

め
た
事
業
を
時
宜
に
即
し
て

実
施
い
た
し
た
い
。

　   平成19年度収支予算  　
自　平成19年４月１日　至　平成20年３月31日

収　入　の　部 （単位：円）
科　　　　　　目 本年度予算額 前年度決算額 摘　　　　　　　　　要

款 項 目
事 業 収 入 事 業 収 入 （41,772,000） （42,561,286）

東 美 タ イ ム ス 広 告 料 4,800,000 4,811,730 東美タイムス広告料
教 育 関 係 100,000 55,480 実技講習会等
商 品 推 薦 事 業 2,000,000 2,100,000 商品推薦事業
年 金 取 扱 手 数 料 250,000 261,702 美容年金取扱手数料
書 籍 等 斡 旋 手 数 料 50,000 65,330 青色帳簿他
労 保 事 務 手 数 料 2,800,000 2,788,207 労働保険事務取扱手数料
全 美 福 祉 共 済 手 数 料 10,000,000 10,772,174 全美福祉共済
管理美容師講習会手数料 1,700,000 1,631,249 管理美容師講習会手数料
Ｉ Ｔ 関 係 収 入 250,000 115,500 バナー広告料等
東京認定美容師会事務委託費 1,200,000 1,200,000 東京認定美容師会事務委託
ＴＢＡ出向者給与相当分 4,800,000 4,752,481 ＴＢＡ出向者分
ダ イ レ ク ト 便 協 賛 金 1,800,000 1,850,000 ダイレクト便封筒広告
ダ イ レ ク ト 便 封 入 料 2,500,000 2,344,070 ダイレクト便封入料
美賠償保険料値上分特別徴収 3,072,000 3,140,600 賠償保険料値上分
Ｎ Ｅ Ｔ Ｗ Ａ Ｙ 配 布 料 3,450,000 3,614,400 ＮＥＴＷＡＹ配布料
そ の 他 事 業 収 入 3,000,000 3,058,363 保険取扱手数料、自販機手数料、他

事業外収入 事業外収入 （85,222,000） （85,559,645）
組 合 費 83,558,000 83,835,720 ＠1,360×5,120名×12月＝83,558千円
加 入 金 510,000 561,000 ＠3,000×170名
受 取 利 息 50,000 59,432 預金利息
雑 収 入 2,000 1,480 その他
退職積立引当金戻入益 1,102,000 1,102,013

会館関係収入 会館関係収入 （42,192,000） （42,627,755）
会 館 貸 料 40,240,000 40,675,715 タカラベルモント㈱

Ｂ１、４Ｆ～６Ｆ＠2,310千×12月＝27,720千円
１Ｆロビー、９Ｆ＠938千×12月＝11,256千
ＴＢＡ＠33千×12月＝396千円
研修室　120千円　ソフトバンク＠63千円×12月＝756千円

地 代 収 入 1,952,000 1,952,040 タカラベルモント㈱、全美連
東美国保土地転貸料

前期繰越金 7,000,000 0
収　入　予　算　総　額 176,186,000 170,748,686

支　出　の　部
科　　　　　　目 本年度予算額 前年度決算額 摘　　　　　　　　　要

款 項 目
事 業 費 事 業 費 （45,122,000） （39,245,151）

広 報 関 係 4,470,000 4,234,650 東美タイムス印刷代、編集諸費
教 育 関 係 1,700,000 1,342,487 教育事業企画、担当者会議等
組 織（ 交 付 金 等 ） 1,500,000 1,345,000 新規加入交付金、報奨金
経 営 関 係 600,000 905,547 営業用ポスター、講習会、担当者会議等
組 織 関 係 300,000 0 組織担当者会議等
福 利 厚 生 関 係 200,000 275,929 永年従業員表彰
法 政 関 係 100,000 93,750 法令関係、顧問打合せ
融 資 関 係 50,000 0 融資事業等
総 務 関 係 700,000 180,000 総務関係事業、担当者会議等
事 業 関 係 80,000 40,000 推薦商品審査等
賠 償 保 険 料 4,104,000 4,191,564 全美賠償保険
賠 償 保 険 料（ 値 上 分 ） 3,078,000 3,132,300 全美賠償保険（値上分）
慶 弔 見 舞 関 係 1,950,000 1,801,545 永年役員表彰、ブロック、支部等関係、弔意見舞
政 治 連 盟 0 2,060,000
全 美・ 関 ブ ロ 関 係 600,000 262,881 全美、関東ブロック関係
組 合 員 増 強 関 係 2,260,000 2,276,417 アウト対策、加入推進員報酬等
全 美 福 祉 共 済 関 係 1,000,000 683,120 通院給付金
試 験 研 修 セ ン タ ー 100,000 80,026 試験委員関係等
経 営 形 態 考 察 関 係 250,000 180,015 アンケート調査諸費
政 策 行 動 渉 外 100,000 63,409 政策立案検討他
ガ ラ ド 助 成 金 1,300,000 379,300 ガラド関係
5 0 周 年 記 念 事 業 関 係 4,000,000 441,728 新年会含む
福 祉 美 容 関 係 300,000 288,960 福祉サービスセンター
Ｉ Ｔ 関 係 事 業 1,800,000 1,828,103 IT関連事業実施、担当者会議等
組 合 ホ ー ム ペ ー ジ 2,640,000 2,439,785 ホームページ更新、サーバー維持等
ダ イ レ ク ト 便 9,240,000 9,096,035 ダイレクト便事業
事 務 Ｉ Ｔ 化 関 係 200,000 231,696 事務IT関係
組合員ステッカー作成 0 908,250 組合員ステッカー
対 外 交 流 費 500,000 0 対外交流関係
組 合 員 名 簿 作 成 1,000,000 0
そ の 他 1,000,000 482,654 役員傷害保険他

会 議 費 会 議 費 （7,030,000） （4,969,385）
総 会 総 代 会 費 800,000 589,460 総会１回　総代会１回

資料作成等520千円、会場費、認定票等280千円
理 事 会 費 3,400,000 2,169,925 費用弁償＠10千×68名×５回
常 任 理 事 会 費 600,000 560,000 費用弁償＠10千×10名×６回
支 部 長 会 費 880,000 790,000 ２回（理事会と合同）費用弁償＠10千×22名

　　（単独）費用弁償＠10千×66名
小 会 費 1,350,000 860,000 監査会　費用弁償　＠10千×３名×４回＝120千円

正副理事長会　〃　＠10千×３名×８回＝240千円
ブロック長会　〃　＠10千×６名×２回＝120千円
予算委員会　　〃　＠10千×６名×４回＝240千円
特別委員会　　〃　＠10千×７名×９回＝630千円

一般管理費 一般管理費 （77,159,000） （79,632,583）
役 員 報 酬 7,565,000 6,903,750 理事長、副理事長、専務理事、常務理事

常任理事、理事、監事、相談役
理事長、専務理事、常務理事（費用弁償分）

職 員 給 料 26,676,000 25,505,900 平均　247千×９名×12月
諸 手 当 11,436,000 10,812,598 調整、扶養、住宅、職務、通勤、超勤の各手当
賞 与 10,692,000 10,032,904 基礎月額270千×4.4月×９名
雑 給 840,000 840,000 顧問料、弁護士、税理士
印 刷 費 2,120,000 1,947,582 コピー機、印刷機リース料及びチャージ料

保守料、諸会議資料作成、用紙代等
事 務 費 1,800,000 1,775,707 事務用品、文房具、事務諸費

パソコンリース料、保守契約
消 耗 品 費 300,000 299,359 事務用品以外の消耗品等
交 際 費 1,000,000 902,789 友宣団体、関係商社慶弔見舞等、中元、歳暮
広 告 宣 伝 費 300,000 0 各種ジャーナル名刺広告等
福 利 厚 生 費 6,900,000 6,686,263 社会保険料事業主負担分、健康管理他
通 信 費 1,320,000 1,307,240 切手、ハガキ等郵送料、宅配便、振替料金
電 話 料 850,000 802,852 電話７本通話料、ＦＡＸ通話料
水 道 光 熱 費 1,850,000 1,829,564 冷暖房費、動力、電気、水道料等
旅 費 交 通 費 1,000,000 950,235 役員、職員、事務打合せ交通費、出張旅費等
運 搬 費 30,000 0 運搬諸経費
保 険 料 70,000 30,000 什器備品保険料
修 繕 費 50,000 16,170 備品、用具等修繕
役 員 退 職 積 立 金 200,000 200,000 役員退職記念品代積立
退 職 積 立 金 2,160,000 3,250,170 職員退職金積立（中退金制度の掛金を含む）
修 繕 積 立 金 3,000,000
退 職 金 2,539,500

事業外支出 事業外支出 （11,530,000） （9,721,731）
支 払 利 息 10,000 0 借入利息
分 担 費 11,450,000 9,675,900 全美＠120×5,120名×12月＝7,372千円

及び均等割＠30千×12月＝360千円 
全美災害積立＠200×5,120名＝1,024千円
関係団体分担費＠400×5,120名＝2,048千円
関ブロ（年）100千円、東生連30千円、
関ブロ総会費等251千円
全中団体中央会他265千円

諸 税 公 課 70,000 45,831 収入印紙、利子税等
会館関係支出 会館関係支出 （34,002,000） （32,411,880）

管 理 費 4,980,000 4,925,674 会館清掃、総合管理費、常駐警備費
保 険 料 220,000 217,944 建物、機械、ボイラー、火災保険等、施設賠償保険等
修 繕 費 3,550,000 1,505,051 玄関ひさし改修工事、Ｂ２換気空調工事

共用部、階段Ｐタイル補修
地 代 12,552,000 12,552,000 タカラベルモント土地賃借料
諸 税 公 課 6,500,000 6,357,000 固定資産税、償却資産税、消費税、法人税
減 価 償 却 費 6,200,000 6,854,211 建物、同附属設備

支 出 合 計 174,843,000 165,980,730
当期剰余金 4,767,956
予　備　費 1,343,000

支　出　予　算　総　額 176,186,000 170,748,686
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高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
お

年
寄
り
の
顧
客
が
増
え
、
施

術
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
で
あ
る

出
張
美
容
が
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
中
、
違
法
な

施
術
が
行
わ
れ
て
い
る
と
の

指
摘
も
あ
り
、
こ
の
ほ
ど
東

京
都
の
関
係
当
局
が
法
律
や

条
令
を
遵
守
す
る
よ
う
啓
発

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
関

係
先
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

本
紙
で
は
、
こ
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
も
と
に
出
張
美
容

に
係
わ
る
ル
ー
ル
等
を
記
載

し
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
は

改
め
て
確
認
し
て
い
た
だ
く

一
方
、
違
法
業
者
等
へ
の
監

視
も
強
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ご
存
知
の
よ
う
に
美
容
の

施
術
は
保
健
所
の
確
認
を

受
け
た
美
容
所
で
な
け
れ
ば
、

行
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
こ

れ
が
大
原
則
で
す
。
従
っ
て

美
容
所
以
外
の
場
所
で
業

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
東
京
都
の
場
合
（
各
都

道
府
県
に
よ
っ
て
規
定
は
異

な
る
）
次
の
よ
う
な
特
別
な

事
情
に
限
定
し
て
い
ま
す
。

○
疾
病
そ
の
他
の
理
由
に
よ

り
、
美
容
所
に
来
る
こ
と

が
で
き
な
い
者
に
対
し
て

美
容
を
行
う
場
合
。

　

自
宅
か
ら
身
体
的
理
由
で

移
動
す
る
こ
と
が
困
難
な

状
態
を
い
い
ま
す
。
た
だ
し
、

単
に
高
齢
で
あ
る
、
仕
事
や

家
事
な
ど
で
美
容
所
に
行
く

時
間
が
な
い
、
面
倒
だ
か
ら

と
い
う
理
由
で
客
の
自
宅
で

施
術
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

○
婚
礼
そ
の
他
の
儀
式
に
参

列
す
る
者
に
対
し
て
そ
の

儀
式
の
直
前
に
美
容
を
行

う
場
合
。

　

式
場
や
神
社
な
ど
で
行
う

結
婚
式
・
七
五
三
参
り
な
ど

の
儀
式
を
い
い
、
単
に
記
念

写
真
を
撮
影
す
る
た
め
施
術

す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
。

○
山
間
部
等
に
お
け
る
美
容

所
の
な
い
地
域
に
居
住
す

る
も
の
に
対
し
て
、
そ
の

居
住
地
で
施
術
を
行
う
場

合
。

　

東
京
都
で
は
、
島
し
ょ
地

域
の
地
理
的
要
因
に
よ
り
周

辺
に
美
容
所
の
な
い
地
域
に

お
い
て
の
み
、
施
術
で
き
ま

す
。

○
社
会
福
祉
施
設
等
に
お
い

て
、
そ
の
入
所
者
に
対
し

て
施
術
を
行
う
場
合
。

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
病
院

な
ど
東
京
都
規
則
で
定
め
る

施
設
（
詳
し
く
は
保
健
所
に

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
）
の

入
所
者
に
対
し
て
施
術
で
き

ま
す
。

○
演
劇
に
出
演
す
る
者
等
に

対
し
て
、
出
演
等
の
直
前

に
施
術
を
行
う
場
合
。

　

演
劇
や
歌
謡
、
踊
り
な
ど

の
舞
台
に
出
演
す
る
、
も
し

く
は
発
表
会
等
の
催
し
に
参

加
す
る
者
に
施
術
で
き
ま
す
。

☆　
　
　

☆　
　
　

☆

　

以
上
が
出
張
施
術
が
認
め

ら
れ
る
場
合
で
す
が
、
そ
の

際
、
出
先
と
は
言
え
、
法
律

や
都
条
令
で
定
め
ら
れ
て
い

る
衛
生
措
置
を
講
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
の

こ
と
で
す
。
法
令
を
遵
守
し
、

消
費
者
（
顧
客
）
か
ら
信
頼

さ
れ
る
美
容
師
、
経
営
者
で

あ
り
た
い
も
の
で
す
。

都
が「
遵
法
」を
啓
発

 
違
法  

出
張
美
容
に〝
渇

出
張
美
容
に〝
渇！！
〞〞

雇用保険料率

（Ａ＋Ｂ）

事業主負担分

（Ａ）

従業員負担分

（Ｂ）

美容業など

一般事業

15/1000

（現19.5/1000）

9/1000

（現11.5/1000）

6/1000

（現 8/1000）

事
業
主
の
皆
様
へ

４
月
１
日
よ
り

雇
用
保
険
料
が

変
わ
り
ま
し
た

　

遅
延
し
て
い
た
改
正
雇
用

保
険
法
案
が
こ
の
ほ
ど
成
立

し
、
平
成
19
年
４
月
１
日
に

遡
っ
て
、
雇
用
保
険
料
率
が
、

１
０
０
０
分
の
4.5
引
き
下
げ

ら
れ
ま
し
た
。
従
っ
て
、
４

月
１
日
以
降
は
次
の
表
の
と

お
り
と
な
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
法
案
の
成
立
遅
延

に
伴
い
、
申
告
・
納
付
期
限

が
６
月
11
日
㈪
に
延
長
さ
れ

ま
し
た
。

５月
８日 選挙管理委員会
10日 ＴＢＡ月例会

広報会議
11日 理事会
15日 着付師社内検定学科講習会
18日 選挙管理委員会
22日 美容師実技試験受験講習会
29日 第21回通常総会

第57回通常総代会
第１回理事会

６月
５日 美容師実技試験受験講習会②
７日 ＴＢＡ月例会
12日 第49回ガラ・ド
15日 広報会議
19日 着付師社内検定学科試験
21日 ＴＢＡ総会
26日 美容師実技試験受験講習会③
27日 関東ブロック総会

認定会総会

◎
試
験
期
日
及
び
会
場

実
技
試
験

　

平
成
19
年
７
月
23
日
㈪
〜

※
試
験
会
場
は
都
内
に
４
会

場
あ
り
ま
す
。（
詳
し
く

は
願
書
参
照
）

筆
記
試
験

　

平
成
19
年
９
月
２
日
㈰

　

・
中
央
大
学
多
摩
校
舎

◎
願
書
受
付

日
時　

平
成
19
年
６
月
11
日

㈪
〜
15
日
㈮
の
５
日
間

場
所　

理
容
師
美
容
師
試
験

研
修
セ
ン
タ
ー
東
京
都
支

部
（
渋
谷
区
広
尾
五―

七

―

一
）

◎
実
技
試
験
課
題

①
美
容
の
基
礎
的
技
術

　

㋐
第
一
課
題

　

・
オ
ー
ル
ウ
ェ
ー
ブ
セ
ッ

テ
ィ
ン
グ

ノ
ー
パ
ー
ト
、
オ
ー
ル

ウ
ェ
ー
ブ
７
段
構
成

と
す
る
。

　

㋑
第
二
課
題

　

・
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ブ

ス
タ
イ
ル
と
す
る
。

②
美
容
を
行
う
場
合
の
衛
生

上
の
取
扱

◎
筆
記
試
験
課
目

　

⑴
関
係
法
規
・
制
度

　

⑵
衛
生
管
理

　

⑶
美
容
保
健

　

⑷
美
容
の
物
理
・
化
学

　

⑸
美
容
理
論

◎
問
い
合
わ
せ
先

理
容
師
美
容
師
試
験
研
修
セ

ン
タ
ー
東
京
都
支
部

☎
〇
三（
五
四
二
〇
）六
六
六
〇

第
16
回

美
容
師
試
験
の
お
知
ら
せ

美
容
師
試
験
の
お
知
ら
せ

加入キャンペーン実施中

総合福祉共済制度総合福祉共済制度
１口400円からの月掛金で「万が一」の死亡共済が 100万円

共済とは共に済（たす）け合うことです。

　現在、組合では組合員さんに総合福祉共済制度に加入し

ていただくキャンペーンを行っています。未加入の方は、是非

この機会にご検討下さるようお願いします。

　東京の加入者は2,000名を越えて、多くの組合員の方々が

特別給付金等の支給を受けるなど、制度を活用しています。

少ない掛金で大きな保障が得られるこの制度の共済とは、

みんなで力をあわせて共に済（たす）け合うことです。制度

が拡充すればメリットも増えます。

詳しくは組合本部まで　TEL　03-3370-2131
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今
年
で
７
回
目
を
迎
え

る
城
東
ブ
ロ
ッ
ク
（
阿
部
芳

夫
ブ
ロ
ッ
ク
長
）
主
催
の

ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
９
月
25
日
に
開
催
し
ま

す
。
毎
年
賑
わ
い
を
見
せ
て

い
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
が
、
今

年
も
よ
り
中
身
の
濃
い
も
の

を
と
目
下
準
備
が
進
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

シ
ョ
ー
ス
テ
ー
ジ
に
は
正

宗
卓
先
生
を
迎
え
て
エ
キ

サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
シ
ョ
ー
を

企
画
、
タ
カ
ラ
グ
ル
ー
プ
の

シ
ョ
ー
と
と
も
に
皆
さ
ん
の

ご
期
待
に
応
え
ま
す
。

　

ま
た
、
技
術
コ
ン
テ
ス
ト

は
４
種
目
と
し
、
す
で
に
選

手
募
集
を
開
始
。
上
位
入
賞

者
に
は
ガ
ラ
・
ド
出
場
権
が

付
与
さ
れ
ま
す
。
ブ
ロ
ッ
ク

組
合
員
さ
ん
多
数
の
エ
ン
ト

リ
ー
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

催
し
の
内
容
及
び
コ
ン
テ

ス
ト
選
手
募
集
の
概
要
は
次

の
と
お
り
で
す
。

期
日　

９
月
25
日
㈫

会
場　

タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
船
堀

　
（
都
営
新
宿
線
船
堀
駅
前
）

内
容　

①
技
術
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
　

②
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
　
　
　
（
ヘ
ア
シ
ョ
ー
）

　
　
　

③
美
容
用
品
展
示

　
　
　

④
抽
選
会

入
場
料　

組
合
員
２
５
０
０

円
（
当
日
券
）
学
生

１
０
０
０
円

コ
ン
テ
ス
ト
選
手
募
集
要
領

競
技
種
目
と
出
場
料

﹇
組
合
員
店
舗
所
属
者
及
び

学
生
﹈

①
カ
ッ
ト
＆
ス
タ
イ
リ
ン

グ
（
人
体
）
５
０
０
０
円

②
カ
ッ
ト
＆
ス
タ
イ
リ
ン

グ
（
ウ
ィ
ッ
グ
）
３
０
０
０

円
③
ワ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ

（
ウ
ィ
ッ
グ
）
２
０
０
０
円

④
成
人
式
纏
め
髪
（
ウ
ィ
ッ

グ
）
３
０
０
０
円

　

な
お
、
組
合
員
店
舗
以

外
の
場
合
は
①
は
７
０
０
０

円
②
④
は
５
０
０
０
円
③
は

３
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

出
場
資
格

　

都
内
美
容
室
に
勤
務
す
る

免
許
所
持
者
（
①
を
除
き
学

生
可
）

申
込
及
び
締
切

　

８
月
28
日
㈫
ま
で
に
申
込

書
に
出
場
料
を
添
え
て
ブ

ロ
ッ
ク
事
務
局
ま
で
。

※
催
し
内
容
、
コ
ン
テ
ス
ト

の
申
込
み
・
種
目
内
容
等

の
詳
細
は
左
記
に
お
尋
ね

下
さ
い
。

城
東
ブ
ロ
ッ
ク
事
務
局

☎
０
３-

３
６
７
１-

６
５
７
３

選
手
募
集
を
開
始

城
東
ブ
ロ
ッ
ク

毎
年
恒
例
の
組
合
員
親
睦

旅
行
が
、
島
根
県
に
お
い
て

発
表
さ
れ
る
全
美
講
Ｔ
Ｍ
ラ

イ
ン
の
観
覧
を
組
み
込
ん
で

実
施
さ
れ
ま
す
。
名
湯
・
玉

造
温
泉
と
日
本
海
の
幸
を
是

非
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
実

施
概
要
は
次
の
通
り
で
す
。

実
施
概
要

期
日　

８
月
27
日
（
月
）
〜

28
日
（
火
）（
１
泊
２
日
）

行
先　

島
根
県
松
江
市･

出

雲
市
方
面

参
加
費　

６
５
、
０
０
０
円

　
（
Ｔ
Ｍ
ラ
イ
ン
発
表
会
の

入
場
券
の
あ
る
方
は
６
０
、

０
０
０
円
）

募
集
人
数　

40
名

申
込　

参
加
費
を
添
え
て
７

月
12
日
（
木
）
ま
で
に
各

支
部
長
に
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。
但
し
、
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

行
程

〈
１
日
目
〉  

羽
田
空
港―

出
雲
空
港―

松
江
城―

Ｔ
Ｍ
ラ
イ
ン
発
表
会
会
場

―

玉
造
温
泉（
白
石
家
）泊

〈
２
日
目
〉  

玉
造
温
泉―

出
雲
め
の
う
伝
承
館―

日
御
碕―

出
雲
大
社―

出
雲
ド
ー
ム
ー
出
雲
空
港

―

羽
田
空
港

組合員親睦旅行のお誘い

 夏の島根 夏の島根
「出雲路の旅」「出雲路の旅」

今
秋
の
11
月
６
日
に
群
馬

県
前
橋
市
で
第
35
回
全
日
本

美
容
技
術
選
手
権
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
全
国
大
会
に

は
毎
年
組
合
か
ら
選
手
を
派

遣
し
、
優
勝
は
じ
め
優
秀
な

成
績
を
残
し
大
き
な
成
果
を

上
げ
て
い
ま
す
。
今
年
の
出

場
選
手
に
つ
い
て
は
昨
年
と

同
様
、
６
月
12
日
に
開
催
し

た
ガ
ラ
・
ド
の
上
位
入
賞
者

に
出
場
権
を
付
与
。

し
か
し
、
全
国
大
会
に
共

通
し
な
い
２
種
目
「
花
嫁
化

粧
着
付
」
と
「
ネ
イ
ル
」
に

つ
い
て
は
、
別
に
選
考
会
を

実
施
し
ま
す
。

選
考
会
は
次
の
要
領
で
実

施
さ
れ
ま
す
の
で
是
非
挑
戦

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…

選
考
会
実
施
要
領

日
時　

７
月
17
日
（
火
）

　
　
　

午
後
６
時
30
分

会
場　

美
容
会
館
６
階

選
考
競
技
種
目

① 
花
嫁
化
粧
着
付
（
人
体
モ

デ
ル
）

11月６日
前橋市

出
場
選
手
選
考
会

② 

ネ
イ
ル
（
人
体
モ
デ
ル
）

 

出
場
資
格　

組
合
員
も
し
く

は
そ
の
従
業
員
で
美
容
師

免
許
証
を
有
す
る
者

申
込
方
法　

電
話
に
て
組
合

本
部
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

※ 

改
め
て
、
申
込
書
や
当
日

の
持
参
物
等
詳
細
の
ご
案
内

を
差
し
上
げ
ま
す
。

申
込
締
切　

６
月
20
日（
水
）

組
合
本
部

０
３-

３
３
７
０-

２
１
３
１

仏
教
に
「
重
々
無
尽
」
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
世
の
あ
ら
ゆ
る
物
事

は
、
相
互
に
際
限
な
く
関
係

し
合
っ
て
存
在
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
ら
し
い
。
元
来
、

日
本
社
会
の
中
に
深
く
浸
透

し
て
い
た
考
え
方
で
す
。

「
他
人
事
と
は
思
え
な
い
」

「
ど
こ
に
縁
が
あ
る
か
分
か

ら
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
に

表
れ
て
い
る
。
組
織
形
成
の

基
本
も
同
じ
で
す
。
お
互
い

に
協
力
し
合
っ
て
働
く
こ
と

に
あ
り
、
協
働
の
精
神
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
楽
し
く

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
れ
が
中
々
む

ず
か
し
い
の
で
す
。
常
々
、

白
黒
を
は
っ
き
り
さ
せ
ず
限

り
な
く
灰
色
が
好
き
だ
と
思

っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
「
Ｙ

Ｅ
Ｓ
か
Ｎ
Ｏ
か
」「
上
か
下

か
」「
右
か
左
か
」
と
い
う

二
分
法
と
か
二
元
論
に
不

満
を
持
っ
て
い
る
。
真
ん
中

（
セ
ン
タ
ー
）
だ
っ
て
あ
っ

て
よ
い
と
考
え
て
い
る
。
二

分
法
、
二
元
論
は
大
き
な
対

立
を
生
み
争
い
の
絶
え
な
い

社
会
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う

な
気
が
す
る
の
で
す
。
二
元

論
に
よ
っ
て
、
右
と
左
で
対

立
す
る
相
手
を
攻
撃
し
て
も

生
産
的
な
こ
と
は
何
も
な

い
の
で
す
。
中
国
古
典
で
は
、

こ
れ
を｢

中ち
ゅ
う

庸よ
う｣

と
い
い
、

上
下
左
右
の
真
ん
中
、
中
正

公
平
、
中
道
中
立
、
中
心
と

い
う
こ
と
ら
し
い
。
難
し
い

が
こ
れ
を
求
め
る
こ
と
で
不

毛
な
対
立
を
超
え
て
、
協
働

の
精
神
が
生
じ
る
の
だ
と
考

え
て
い
る
。（
田
口
佳
史
著

「
清
く
美
し
い
流
れ
」
一
部

抜
粋
） 　
　
　

―

編
集
人―

9／25

花
嫁
着
付

ネ
イ
ル

第35回
全国大会

’07
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ェ
ス 

 

開
催
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◎「夢をかなえる」
　・美容師の夢…うまくなりたい、喜ばれたい
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（都合により内容が一部変更になる場合があります。）

ヘ

ア

◆
ベ
ー
シ
ッ
ク（
基
礎
）カ
ッ
ト

　

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
コ
ー
ス

シ
ザ
ー
ズ
の
持
ち
方
か

ら
ワ
ン
レ
ン
グ
ス
・
レ
イ
ヤ

ー
・
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
ま
で

の
基
礎
か
ら
ス
タ
イ
リ
ン
グ

構
成
な
ど
を
指
導
致
し
ま
す
。

―

テ
ス
キ
ト
付―

日　

時
平
成
19
年
９
月
11
日
㈫
、

25
日
㈫
、
10
月
９
日
㈫
、

16
日
㈫

午
前
11
時
〜
午
後
２
時

受
講
料　

Ｔ
・
Ｂ
・
Ａ
会
員

１
２
、０
０
０
円

Ｔ
・
Ｂ
・
Ａ
会
員

の
店
の
従
業
員

１
４
、０
０
０
円

　
　
　

ビ
ジ
タ
ー

１
６
、０
０
０
円

着

付

◆
Ａ
コ
ー
ス
町
着

　
（
つ
む
ぎ
・
小
紋
）

つ
む
ぎ
・
小
紋
の
着
付
、

名
古
屋
帯
、
ポ
イ
ン
ト
柄
の

決
め
方
な
ど
内
容
充
実
の
講

習
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

日　

時
平
成
19
年
９
月
13
日
㈭
、

20
日
㈭
、
27
日
㈭
、

午
後
７
時
〜
９
時
30
分

受
講
料　

Ｔ
・
Ｂ
・
Ａ
会
員

１
６
、０
０
０
円

Ｔ
・
Ｂ
・
Ａ
会
員

の
店
の
従
業
員

１
８
、５
０
０
円

ビ
ジ
タ
ー

２
１
、０
０
０
円

◆
ニ
ュ
ー
帯
結
び

全
日
本
美
容
講
師
会
８
月

27
日
発
表
の
創
作
帯
結
び
を

勉
強
し
ま
し
ょ
う
。

日　

時
平
成
19
年
９
月
13
日
㈭
、

午
後
６
時
30
分
〜
９
時
30

分
受
講
料　

Ｔ
・
Ｂ
・
Ａ
会
員

５
、０
０
０
円

Ｔ
・
Ｂ
・
Ａ
会
員

の
店
の
従
業
員

６
、０
０
０
円

ビ
ジ
タ
ー

７
、０
０
０
円

◆
Ｔ
Ｂ
Ａ
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
イ
ロ
ン

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
待

望
の
デ
ジ
タ
ル
ア
イ
ロ
ン

ポ
イ
ン
ト

・
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
効
果
で

サ
ラ
サ
ラ
ヘ
ア
ー
に

・
ス
ト
レ
ー
ト
ア
イ
ロ
ン
が

髪
か
ら
縮
毛
を
な
く
し
シ

ル
ク
の
よ
う
な
輝
き
へ

・
ヒ
ー
タ
プ
レ
ー
ト
に
よ
る

遠
赤
外
線
効
果

・
温
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ス
イ

ッ
チ
を
一
回
押
す
と
十
度

各
種
実
技
講
習
会
の
お
知
ら
せ

講　

師　

常
任
指
導
委
員

※
カ
ッ
ト
ウ
ィ
ッ
グ
は
講
習

会
会
場
で
指
定
の
物
を
購

入
し
て
ご
使
用
下
さ
い
。

価
格
一
台 

２
、９
４
０
円

単
位
で
調
整
で
き
ま
す

価　

格
９
、８
０
０
円
（
送
料
別
）

◆
Ｔ
Ｂ
Ａ
オ
リ
ジ
ナ
ル
シ
ザ
ー

　
　
　
　
　
　
　
〝
テ
ク
ニ
カ
〞

伝
統
あ
る
研
磨
技
術
に
よ

り
、
美
し
い
フ
ォ
ル
ム
を
実

現
し
た
シ
ザ
ー
で
す
。

価　

格 

各
３
９
、９
０
０
円

種　

類

・
ス
ト
レ
ー
ト
シ
ザ
ー
ズ

・
エ
フ
ェ
ク
ト
シ
ザ
ー
ズ

・
セ
ニ
ン
グ
シ
ザ
ー
ズ

◆
着
付
用
ボ
デ
ィ

価　

格
３
３
、６
０
０
円（
送
料
込
）

内　

容
腕
な
し
、
軽
量
、
足
の
部

分
は
取
外
し
可
能
で
持
ち
運

び
に
便
利

◆
着
付
用
ボ
デ
ィ
ケ
ー
ス

当
会
販
売
の
ボ
デ
ィ
に
あ

わ
せ
て
作
っ
て
お
り
ま
す
。

価　

格
１
５
、７
５
０
円（
送
料
込
）

内　

容
色
柄　

黒

　

形　

シ
ョ
ル
ダ
ー
型

◆
メ
ー
ク
ア
ッ
プ

　

専
用
ウ
ィ
ッ
グ

価　

格
一
台
２
０
、０
０
０
円

（
送
料
は
着
払
い
）（
定
価

２
４
、０
０
０
円
）

※
Ｔ
Ｂ
Ａ
会
員
は

一
台
１
９
、０
０
０
円

内　

容
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
専
用
と
し
て
開
発
さ

れ
た
ド
ー
ル
・
ヘ
ッ
ド
。

お
問
合
せ
・
お
申
込
み

Ｔ
・
Ｂ
・
Ａ
事
務
局
に
ま
で

〒
１
５
１
―
０
０
５
３

渋
谷
区
代
々
木
１
―
56
―
４

東
京
美
容
家
集
団

☎
０
３・３
３
７
９・０
５
５
５

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

平成19年
5月1日現在

被保険者数
29,199人

 
事業主組合員

4,792人

従業員組合員
16,231人

同一世帯家族
8,176人

美
容
国
保
組
合
は
、
被
保

険
者
が
出
産
し
た
と
き
、
出

産
後
申
請
に
よ
り
、
出
産
育

児
一
時
金
と
し
て
三
十
五
万

円
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

四
月
か
ら
被
保
険
者
の
出

産
費
用
の
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
、
美
容
国
保
組
合
が
、

被
保
険
者
に
支
払
う
出
産
育

児
一
時
金
を
、
医
療
機
関
等

が
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
で
す
。

◆
出
産
育
児
一
時
金
請
求
書

（
事
前
申
請
用
）
に
、
医

療
機
関
等
で
受
取
代
理
欄

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

も
ら
い
、
母
子
手
帳
の
写

し
な
ど
出
産
予
定
日
が
わ

か
る
も
の
を
添
付
し
、
出

産
予
定
日
の
一
ヶ
月
前
よ

り
出
産
す
る
ま
で
の
間
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
出
産
費
用
が
三
十
五
万
円

に
満
た
な
か
っ
た
場
合
は
、

そ
の
差
額
は
ご
本
人
に
お

支
払
い
し
ま
す
。
改
め
て

差
額
支
給
の
申
請
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

※
こ
の
請
求
書
を
提
出
し
て

い
た
だ
い
た
場
合
は
、
出

産
予
定
の
医
療
機
関
と
美

容
国
保
組
合
の
間
に
お
い

て
、
請
求
書
の
有
無
、
分

娩
に
関
す
る
証
明
及
び
分

娩
費
用
に
関
す
る
情
報
の

交
換
を
行
な
い
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
願
い

ま
す
。

平
成
十
九
年
四
月
診
療
分

か
ら
七
十
才
未
満
の
被
保
険

者
の
入
院
等
に
係
る
高
額
療

養
費
に
つ
い
て
、
現
物
給
付

化
し
、
一
医
療
機
関
で
一
ヶ

月
ご
と
の
窓
口
で
の
支
払
い

額
を
自
己
負
担
限
度
額
に
と

ど
め
る
制
度
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
美
容

国
保
組
合
に
申
請
し
て
、
自

己
負
担
限
度
額
に
係
る
認
定

証
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担

限
度
額
に
は
、
所
得
区
分

に
よ
り
相
違
が
あ
る
た
め
、

被
保
険
者
が
、
美
容
国
保

組
合
に
自
己
負
担
限
度
額

の
適
用
認
定
証
の
交
付
申

請
を
行
い
、
そ
の
交
付
を

受
け
た
認
定
証
を
医
療
機

関
等
の
窓
口
に
提
示
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
現
物
給
付

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
　

住
民
税
非
課
税
世
帯
に

は
、
現
行
の
「
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」
に
代
え

て
「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
を

交
付
し
ま
す
。
ま
た
、
上

位
所
得
者
（
給
与
所
得
・

雑
所
得
等
か
ら
住
民
税
基

礎
控
除
を
引
い
た
額
が

六
百
万
円
以
上
の
世
帯
）・

一
般
所
得
者
に
は
、
新
ら

た
に
「
限
度
額
適
用
認
定

証
」
を
交
付
し
ま
す
。

◆
次
の
①
ま
た
は
②
に
当
て

は
ま
る
場
合
は
、
従
来
ど

お
り
、
申
請
に
よ
り
高
額

療
養
費
の
払
い
戻
し
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

①
外
来
で
自
己
負
担
限
度
額

を
超
え
る

②
同
じ
世
帯
で
同
一
月
内
に

二
万
一
千
円
以
上
の
支
払

い
が
複
数
あ
り
、
合
算
す

る
と
自
己
負
担
限
度
額
を

超
え
る

◆
七
十
才
以
上
の
方
は
、
従

来
ど
お
り
、
国
民
健
康
保

険
証
と
高
齢
受
給
者
証
を

提
示
す
る
と
、
入
院
時
の

窓
口
で
の
支
払
い
が
自
己

負
担
限
度
額
ま
で
に
な
り

ま
す
。

　

七
十
才
未
満
の
方
の
入
院
等
に
係
る

　
　

高
額
療
養
費
の
現
物
給
付
に
つ
い
て

出
産
育
児
一
時
金
の
受
取
代
理
に
つ
い
て
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